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ボーリング柱状図
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表面30cm程度は未腐植根を多く含
み緩く、0.55mまでは崖錐礫を所
々に混じる。
以深、比較的均質な性状となり、
含水・粘性・硬度は中位。

中硬区分の棒状コアとして採取さ
れる。
淡い変色部を交えるが、概ね新鮮
な感じを強く受ける。亀裂は割れ
目と認識できるものは無く、密着
したヘアークラックが少々確認で
きる程度である。
2.3～3.0mにかけて、黄灰色の変色
物を班状に含む。基質部への変色
は少ないが、割れ目沿いの酸化が
顕著で幾分か脆質となっている。
3m以深、割れ目沿いの酸化(黒色
)を交えるが、非変質部分が優勢し
、コア形状・硬度は安定する。
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